
３−①受験に必要な学び方を指導する 

◆学習面での効果と要因 

・論文の添削を細かく行ったり、受験前には活動回数を増やしてより細かく指導したり
したことが要因となり、受験生（大学受験1名・高校受験3名）が全員第一志望校に合
格した。 

・勉強をする時間とそれ以外の時間のケジメをしっかりつける空気作りを意識したこと
で、子ども達も集中して勉強に取り組むようになった保護者の方々からも「学習習慣
がついてききたのでありがたい」という声を多くいただいた。 
◆生活面での効果と要因 

・活動内容を、仮設住民以外にも知ってもらったことにより、今までより幅広い層の子
ども達が活動に参加するようになった。そのことで、「家にこもりがちで、ほぼ兄弟とし
か触れ合わっていなかったうちの子達が、HSFスタッフや他の仮設住民、仮設以外の
住民とコミュニケーションをとることが増え、とても喜んでいる」という声をいただいた 

・地元住民の方々や、全国・海外からのボランティアさんとの交流も積極的に行ったこ
とで、子ども達の文化的・社会的経験値が上がったと思われる。 
◆夢、希望など心の面での効果と要因 
・1対1のコミュニケーションをより大事にしてきたことにより、自分の夢や行きたい高校、 
 学校での悩みなどを話してくれる子が増えた。 
◆学校側の求める学生像の変化とAO入試 
・昨今話題になっている大学推薦入試（AO入試）などが求める柔軟な思考力と解決能

力をもった人材の育成に寄与した。実際に、学習支援を受けていた高校生が、弊法人
スタッフとの議論や実際の社会活動を有事てAO入試で慶応大学に合格した。 
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